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日本人と外国人日本語学習者の相違・・・・・・・・ 9•••平川 八尋…（左 1)
現代日本語における「話題主」と「聞き手」の
上下関係が話し手の敬語表現に及ぼす影響……鄭 恵卿…（左 9)
平成元年 6月
筑波大学国語国文学会
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は
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。
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切
は
毎
年
度
、
二
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末
日
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日
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学
系
事
務
室
内
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
編
集
委
員
会
昭
和
六
十
一
年
総
会
で
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
誌
の
年
二
回
発
行
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
創
刊
当
初
に
計
画
し
ま
し
た
最
小
発
行
回
数
を
よ
う
や
く
実
現
で
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
従
い
、
編
集
委
員
会
で
は
投
稿
規
定
を
一
部
改
め
、
二
月
末
日
お
よ
び
八
月
末
日
の
二
度
締
切
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
論
文
の
対
象
分
野
お
よ
び
枚
数
三
十
枚
程
度
は
従
来
通
り
と
し
ま
す
。
学
会
の
顔
と
も
い
う
べ
き
本
誌
の
一
層
の
充
実
は
、
強
く
願
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
学
内
外
を
問
わ
ず
、
広
く
会
員
の
皆
様
の
投
稿
を
仰
ぎ
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
投
稿
規
定
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
の
刊
行
も
順
調
に
進
み
、
号
数
も
十
代
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
年
二
回
の
刊
行
が
継
続
さ
れ
て
い
き
ま
す
こ
と
を
願
い
、
か
つ
確
信
し
て
、
本
号
か
ら
号
数
の
表
記
を
、
漢
数
字
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
御
寄
稿
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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